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「施策 3－1－1 活気とにぎわいを作り出す商工業の活性化」

に記載されている「JR 古賀駅」の開発についてです。どこの自治

体も街の玄関口の開発については積極的および主体的に開発をす

すめているように感じています。しかし古賀市の施策は、他の施

策と比較すると自治体としての「主体性」が弱いように感じまし

た。 

 

「施策 3－1－3 魅力あふれる観光の活性化」についても上記

と同様に、おおくの自治体が積極的に資源開発に関わっているよ

うに感じています。ところがこれについても、古賀市には多くの

潜在的な資源があるにも関わらず自治体としては消極的に感じま

した。 

 

「官は民を侵食しない」という原則があるのは知っています。

また駅前開発については、どこの自治体も「民の利害関係の問題」

があることも周知しているつもりです。上記の 2 つの施策の消極

性はこうしたことが起因しているのでしょうか？ それとも他に

何か、理由があるのでしょうか？ 

まちづくりや観光といった取組に行政がその「主体性」を持つ

ことの重要性は十分認識しております。しかし、行政のみが「主体

性」を持つことは、一時的な強化が図られるにすぎないと考えて

おります。やはり、「民」つまり、そこで暮らす人々や業を営む人々

などと共に長期的な視野に立って、課題を明らかにし、その解決

に向けてさまざまな知恵を出し合うなど、共働で取り組んでいく

ことが本市の商工業・観光の活性化における活気とにぎわいを持

続し続けていくことにつながると考えております。 
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